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１ 

 

 
 
 

産
科
医
療
補
償
制
度
に
お
け
る
補
償
対
象
外
と
な
っ
た
脳
性
麻
痺
児
の
救
済
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

産
科
医
療
補
償
制
度
は
安
心
し
て
産
科
医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
一
月
に
創
設
さ
れ
、

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
（
以
下
「
機
構
」
）
に
運
営
組
織
が
置
か
れ
、
制
度
が
始
ま
っ
た
。 

 

大
き
な
柱
は
（
１
）
重
度
の
脳
性
麻
痺
で
生
ま
れ
た
児
に
対
し
、
過
失
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
三
千
万
円
の
補
償
を
す
る
、

（
２
）
脳
性
麻
痺
の
原
因
分
析
を
行
い
、
報
告
書
を
提
供
す
る
、
（
３
）
情
報
分
析
に
基
づ
く
再
発
防
止
の
提
言
等
に
よ
り
産

科
医
療
の
質
の
向
上
を
目
指
す
、
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
降
、
補
償
実
績
と
検
証
が
蓄
積
さ
れ
る
中
、
順
次
見
直
し
の
必
要
性
が
生
じ
、
二
〇
一
五
年
と
二
〇
二
二
年
に
改
定
が
行

わ
れ
て
い
る
。
特
に
二
〇
二
二
年
改
定
（
以
下
「
二
二
年
改
定
」
）
に
当
た
っ
て
は
、
二
〇
一
八
年
七
月
二
十
五
日
に
産
科
医

療
補
償
制
度
運
営
委
員
会
委
員
長
よ
り
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
に
対
し
、
「
補
償
対
象
基
準
の
見
直
し
に
関
す
る
要
望
書
」

（
以
下
「
要
望
書
」
）
が
提
出
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

制
度
の
見
直
し
の
主
体
に
つ
い
て 

 
 

二
〇
一
五
年
改
定
（
以
下
「
一
五
年
改
定
」
）
に
先
立
ち
、
二
〇
一
四
年
一
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
第
七
十
三
回
社
会



 

２ 

 

保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
お
い
て
、
「
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
で
は
な
く
、
所
管
部
門
で
あ
る
医
政
局
、
厚
生
労
働

省
に
検
討
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
つ
く
る
べ
き
」
と
い
う
旨
の
提
案
が
な
さ
れ
、
「
今
後
は
国
の
検
討
組
織
で
議
論
を
す

る
」
旨
、
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
た
め
機
構
の
要
望
書
は
「
国
に
お
い
て
本
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
検

討
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
」
と
結
ん
で
い
る
。 

 

１ 

こ
の
要
望
書
に
対
し
て
厚
生
労
働
省
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。
厚
生
労
働
省
に
お
け
る
検
討
の
経
緯
を
示
さ
れ

た
い
。 

 

２ 

二
二
年
改
定
に
当
た
っ
て
も
、
厚
生
労
働
省
は
省
内
に
会
議
体
を
設
置
せ
ず
、
機
構
の
中
に
有
識
者
や
医
療
関
係
団

体
、
保
険
者
等
の
関
係
者
に
よ
る
検
討
会
を
設
置
さ
せ
、
前
回
と
同
じ
く
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
検
討
結
果

を
報
告
さ
せ
た
の
み
で
あ
り
、
何
ら
主
体
的
な
議
論
を
行
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
の
議

論
を
無
視
し
た
ば
か
り
か
、
所
管
省
庁
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。 

 

３ 

産
科
医
療
補
償
制
度
は
単
に
産
科
医
不
足
の
解
消
や
訴
訟
回
避
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
。
産
科
医
療
の
質
の
向
上
は
も

ち
ろ
ん
、
周
産
期
医
療
の
体
制
整
備
、
不
幸
に
し
て
障
害
を
負
っ
た
児
の
療
育
の
在
り
方
を
も
視
野
に
入
れ
、
安
心
し
て



 

３ 

 

妊
娠
・
出
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
直
接
の
所
管
部
署
は
医
政
局
の
は
ず
で

あ
る
が
、
制
度
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
、
局
長
あ
て
に
要
望
書
が
出
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
主
体
的
関
与

を
行
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。 

二 

補
償
対
象
外
と
さ
れ
た
児
の
救
済
に
つ
い
て 

 
 

従
来
、
二
〇
一
五
～
二
〇
二
一
年
生
ま
れ
は
、
「
在
胎
週
数
二
十
八
～
三
十
一
週
で
生
ま
れ
た
児
」
ま
た
は
「
三
十
二
週

以
上
生
ま
れ
で
且
つ
体
重
が
千
四
百
ｇ
未
満
の
児
」
、
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
四
年
生
ま
れ
は
、
「
在
胎
週
数
二
十
八
～
三
十

二
週
で
生
ま
れ
た
児
」
ま
た
は
「
三
十
三
週
以
上
生
ま
れ
で
且
つ
体
重
が
二
千
ｇ
未
満
の
児
」
に
つ
い
て
は
、
未
熟
児
性
脳

性
麻
痺
の
可
能
性
か
ら
、
個
別
審
査
が
行
わ
れ
、
分
娩
中
に
低
酸
素
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
補
償
対

象
外
と
さ
れ
た
が
、
機
構
に
お
い
て
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
の
審
査
実
績
を
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
個
別
審
査
で
補
償
対
象
外
が
約
五
十
％
あ
り
、
ま
た
、
個
別
審
査
で
補
償
対
象
外
と
さ
れ
た
児
の
約
九
十
九
％
で
「
分

娩
に
関
す
る
事
象
」
ま
た
は
「
帝
王
切
開
」
が
認
め
ら
れ
、
医
学
的
に
は
「
分
娩
に
関
連
す
る
脳
性
麻
痺
」
と
考
え
ら
れ
る

事
案
で
あ
り
な
が
ら
補
償
対
象
外
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。 

 
 

こ
れ
を
受
け
た
二
二
年
改
定
に
よ
り
補
償
対
象
基
準
が
見
直
さ
れ
、
同
年
一
月
以
降
に
生
ま
れ
た
児
よ
り
「
在
胎
週
数
二



 

４ 

 

十
八
週
以
上
。
低
酸
素
状
況
を
要
件
と
し
た
個
別
審
査
廃
止
」
と
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
四
日
産
科

医
療
補
償
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
報
告
書
） 

 

１ 

第
六
十
九
回
社
会
保
険
審
議
会
医
療
保
険
部
会
（
二
〇
一
三
年
）
に
機
構
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料
は
、
二
〇
〇
九
年
当

時
か
ら
在
胎
週
数
二
十
八
週
以
降
の
早
産
児
に
お
け
る
脳
性
麻
痺
の
発
生
率
が
顕
著
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
つ
ま
り
当
時
か
ら
医
療
水
準
は
十
分
高
か
っ
た
の
で
あ
り
、
当
時
か
ら
脳
性
麻
痺
の
原
因
は
未
熟
性
で
は
な
い
と
い

う
知
見
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
補
償
申
請
期
限
は
満
五
歳
の
誕
生
日
で
あ
る
た
め
、
二
〇
〇
九
年
生
ま
れ
の
児
は
二
〇
一

五
年
ま
で
補
償
対
象
者
が
確
定
し
な
い
こ
と
か
ら
一
五
年
改
定
の
際
に
は
、
確
定
実
績
に
基
づ
く
検
証
は
で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。 

 
 
 

実
績
が
十
分
積
み
あ
が
っ
た
二
二
年
改
定
に
お
い
て
、
個
別
審
査
の
基
準
に
は
医
学
的
合
理
性
が
な
い
と
し
て
上
記
の

見
直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
制
度
開
始
か
ら
現
在
ま
で
に
、
新
基
準
に
照
ら
し
て
補
償
の
対
象
と
な
り
う
る
対
象
者
は
ど
の

く
ら
い
い
る
の
か
。
政
府
の
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

こ
れ
ら
の
児
は
、
当
初
の
補
償
基
準
に
「
医
学
的
合
理
性
が
な
い
」
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
が
い
わ
ば
瑕
疵
を
認
め
た

個
別
審
査
に
よ
っ
て
補
償
の
対
象
外
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
何
ら
か
の
救
済
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。



 

５ 

 

例
え
ば
、
個
別
審
査
さ
れ
た
結
果
、
補
償
対
象
外
と
な
っ
た
児
に
対
し
て
、
再
審
査
請
求
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
救
済
制

度
を
設
立
し
、
二
〇
二
二
年
出
生
児
と
同
条
件
で
再
審
査
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

 

３ 

二
〇
二
二
年
五
月
三
十
日
、
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
岸
田
総
理
は
自
見
は
な
子
議
員
に
対
す
る
答
弁
で
、

「
医
療
保
険
者
が
実
質
的
に
掛
金
を
全
て
負
担
す
る
こ
の
民
間
の
保
険
制
度
に
お
い
て
保
険
契
約
を
事
後
に
遡
及
す
る
こ

と
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
運
営
組
織
と
医
療
保
険
者
と
の
協
議
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
分
娩
の
当

事
者
で
あ
る
母
親
も
本
来
受
け
取
る
べ
き
出
産
一
時
金
か
ら
保
険
料
を
拠
出
し
て
い
る
仕
組
み
で
あ
り
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
で
あ
る
。
運
営
組
織
と
医
療
保
険
者
だ
け
で
な
く
、
医
療
関
係
団
体
、
患
者
団
体
等
と
の
会
議
体
を
作
り
、
厚
生
労

働
省
医
政
局
が
主
導
し
て
救
済
の
在
り
方
を
議
論
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

 

４ 

二
〇
〇
九
～
二
〇
二
一
年
生
ま
れ
の
児
で
、
個
別
審
査
で
対
象
外
と
さ
れ
た
児
た
ち
は
、
原
因
分
析
す
ら
対
象
外
と
さ

れ
、
い
ま
だ
に
脳
性
麻
痺
の
発
症
原
因
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
低
酸
素
状
況
以
外
の
原
因
に
よ
る
分
娩

事
故
で
あ
っ
た
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
以
上
、
改
め
て
原
因
分
析
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

 

５ 

二
二
年
改
定
に
向
け
た
制
度
の
見
直
し
の
過
程
に
お
い
て
、
本
制
度
の
剰
余
金
の
使
途
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
、
こ

れ
を
将
来
の
掛
金
に
充
て
る
と
い
う
方
針
以
外
に
、
剰
余
金
を
用
い
て
過
去
に
個
別
審
査
で
補
償
対
象
外
と
さ
れ
た
児
に



 

６ 

 

対
し
て
何
ら
か
の
経
済
的
援
助
を
新
た
に
行
う
こ
と
の
要
否
に
関
し
て
審
議
な
い
し
は
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
か
否
か
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
行
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
具
体
的
内
容
（
審
議
の
時
期
、
会
合
名
、
発
言
者
、
発
言
内
容

等
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

分
娩
事
故
の
実
態
に
つ
い
て 

 

１ 

制
度
開
始
時
か
ら
現
在
ま
で
に
原
因
分
析
報
告
書
の
送
付
件
数
は
何
件
か
。
ま
た
そ
の
う
ち
訴
訟
提
起
件
数
、
訴
外
の

賠
償
交
渉
は
何
件
あ
っ
た
か
。
さ
ら
に
医
療
側
の
過
失
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
医
師
賠
償
責
任
保
険
等
に
求
償
す
る
仕
組

み
で
あ
る
が
、
制
度
開
始
か
ら
現
在
ま
で
、
当
該
件
数
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。
政
府
の
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
示
さ
れ

た
い
。 

 

２ 

二
〇
一
三
年
五
月
、
原
因
分
析
委
員
会
に
お
け
る
調
査
の
結
果
、
脳
性
麻
痺
を
発
症
し
た
百
八
十
八
件
の
事
案
の
う
ち

陣
痛
促
進
剤
を
使
用
し
た
ケ
ー
ス
五
十
六
件
の
七
十
七
％
に
当
た
る
四
十
三
件
で
、
日
本
産
婦
人
科
学
会
が
設
け
た
使
用

基
準
を
逸
脱
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
厳
格
に
使
用
基
準
を
守
る
こ
と
で
防
止
で
き
る
重
度
の
脳

性
麻
痺
が
ま
だ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 
 
 

産
科
医
療
補
償
制
度
は
医
療
に
お
け
る
無
過
失
補
償
制
度
の
さ
き
が
け
で
あ
り
、
産
科
以
外
に
も
制
度
の
拡
大
を
目
指



 

７ 

 

す
の
で
あ
れ
ば
、
医
療
者
と
患
者
の
信
頼
関
係
を
損
ね
か
ね
な
い
事
案
は
厳
正
に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
は

こ
れ
ら
の
事
案
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


